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帰
納
法
的
挑
戦
こ
そ
、
弁
証
法
的
思

考
の
基
本
で
す
。
こ
う
い
う
具
合
の
社

会
に
な
っ
た
ら
嬉
し
い
な
、
と
市し
せ
い井
の

老
若
男
女
が
願
っ
て
い
た
事コ
ン
テ
ン
ツ柄
を
、

「
的
確
な
認
識
・
迅
速
な
決
断
と
行

の
隘あ
い

路ろ

へ
陥
る
蓋
然
性
が
高
い
の
で
す
。

「
地
方
自
治
法
を
一
行
も
読
ん
で
い
な

い
か
ら
、
田
中
康
夫
は
田
中
康
夫
た
り

得
る
」。「
敢
え
て
法
律
を
読
ま
ず
に
寧

ろ
自
分
の
勘
を
大
切
に
し
、
一
生
懸
命

に
暮
ら
し
て
い
る
人
の
姿
を
見
な
が
ら

政
策
を
考
え
、
既
成
概
念
や
固
定
観
念

か
ら
自
由
で
あ
る
」。

　

人
口
１
５
０
０
人
、
高
齢
化
率
40
％
。

予
算
総
額
20
億
円
。
天
竜
川
が
穿せ
ん
に
ゅ
う
だ

入
蛇

行こ
う

す
る
伊
那
谷
南
端
に
位
置
す
る
〝
寒

村
〞
の
泰や
す
お
か
む
ら

阜
村
で
、
努
力
を
重
ね
て
捻

出
し
た
年
間
１
億
円
を
全
て
訪
問
介
護
、

在
宅
福
祉
に
振
り
向
け
た
畏
兄
・
松ま
つ

島し
ま

貞て
い

治じ

前
村
長
。『「
脱
・
談
合
知
事
」

田
中
康
夫
』（
扶
桑
社
新
書
２
０
０
７

年
）
に
於
け
る
彼
の
述
懐
で
す
。

　

長
野
冬
季
五
輪
〝
宴
の
後
〞
の
利
息

返
済
額
だ
け
で
も
１
日
辺
り
１
億
４
８

１
２
万
円
に
達
し
、
財
政
再
建
団
体
転

落
寸
前
だ
っ
た
信
州
・
長
野
県
。
在
任

６
年
間
、
全
国
47
都
道
府
県
で
唯
一
、

毎
年
度
の
借
金
を
計
９
２
３
億
円
減
少
。

基プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス

礎
的
財
政
収
支
も
連
続
黒
字
化
。
全

国
初
の
小
学
校
30
人
学
級
を
全
学
年
導

入
。
実
質
経
済
成
長
率
５
％
を
達
成
。

　

そ
れ
は
不
毛
な
二
項
対
立
「
緊ざ
い
む
し
ょ

縮
財

政う

VS
放エ
ム
エ
ム
テ
ィ
ー

漫
財
政
」
を
超
え
た
、「
人
が

人
の
お
世
話
を
し
て
初
め
て
成
り
立
つ

福
祉
・
医
療
・
教
育
へ
の
積
極
投
資
こ

そ
、
地
域
に
確
か
な
雇
用
と
活
力
を
生

み
出
す
」
と
の
直フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
ー

感
的
信
念
に
基
づ
く

取
り
組
み
で
し
た
。
他
方
で
近
時
、
演

繹
法
的
Ｏお
つ
むＳ
「
意
識
高
い
系
」
が
Ａど
れ
いＩ
、

Ｄめ
く
ら
ま
しＸ
と
惹
句
を
羅
列
し
て
も
、
収
集

力
と
分
析
力
の
「
勘
性
」
を
併
せ
持
た

ぬ
輩
は
咀そ
し
ゃ
く嚼
出
来
ず
に
大
海
原
「
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
」
で
〝
溺
死
〞
の
羽
目

に
陥
り
ま
す
。

　

全
国
20
政
令
指
定
都
市
で
唯
一
、
市

立
中
学
校
に
給
食
が
未
導
入
。「
第
２

期
食
育
推
進
計
画
」
を
掲
げ
る
も
昼
食

時
間
は
僅
か
15
分
。
今
春
か
ら
「
デ
リ

バ
リ
ー
型
給
食
」
と
銘
打
っ
て
導
入
の

「
パ
ソ
ナ
案
件
」
と
も
囁
か
れ
る
常
温

以
下
の
弁
当
を
、
市
議
会
の
日
本
共
産

党
も
肯
定
的
だ
っ
た
横
浜
市
に
こ
そ
帰

納
法
的
挑
戦
が
不
可
欠
で
す
。

　

シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
と
し
て
知
ら
れ
、

ガ
ラ
ス
張
り
知
事
室
で
対
談
し
た
イ

ヴ
・
デ
ュ
テ
イ
ユ
村
長
の
招
き
で
Ｗ
嬢

と
呼
ば
れ
し
妻
の
惠
と
パ
リ
東
方
の
プ

レ
シ
ー
・
シ
ュ
ル
・
マ
ル
ヌ
村
を
訪
れ

た
の
は
２
０
０
３
年
11
月
17
日
。
何
れ

も
人
口
５
０
０
人
前
後
の
近
隣
３
村
が

共
同
で
同
村
に
設
け
た
木
造
の
給
食
堂

に
感
銘
し
ま
す
。
そ
の
前
年
に
フ
ラ
ン

ス
政
府
の
依
頼
で
「
子
ど
も
の
権
利
条

約
」
の
歌
を
発
表
し
て
い
た
彼
は
設
立

理
由
を
解
き
明
か
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

昼
休
み
は
１
時
間
半
。
自
宅
へ
戻
っ

て
食
す
る
選
択
を
認
め
た
上
で
、
作
り

手
の
相
貌
が
見
え
な
い
か
ら
子
供
達
の

残
飯
も
増
え
る
給
食
セ
ン
タ
ー
方
式
を

採
ら
ず
、
他
の
２
村
の
児
童
は
専
用
バ

ス
で
集
い
、
調
理
担
当
者
か
ら
献
立
の

説
明
を
受
け
、
温
か
い
給
食
を
愉
し
む

の
で
す
。
個
人
に
立
脚
し
た
地
域
自
律

性
。
経
済
性
と
人
間
性
の
止
ア
ウ
フ

揚
ヘ
ー
ベ
ン
を

図
る
取
り
組
み
。
新
自
由
主
義
の
走
狗

と
揶
揄
さ
れ
る
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
マ
ク
ロ

ン
す
ら
「
文
化
は
明
日
の
経
済
の
支

柱
」
と
述
べ
る
の
が
フ
ラ
ン
ス
。

　

日
本
は
文
部
科
学
省
が
牛
耳
る
全
国

学
校
給
食
会
連
合
会
＝
全
給
連
傘
下
の

都
道
府
県
学
校
給
食
会
が
食
材
の
供
給

を
一
手
に
握
る
、
組
織
に
拘
泥
し
た
中

央
集
権
性
。
彼
我
の
違
い
を
痛
感
し
た

僕
は
、
県
下
１
２
０
市
町
村
の
同
意
を

得
て
月
に
１
度
、
全
て
信
州
産
で
賄
う

「
地
域
食
材
の
日
」
を
設
け
ま
し
た
。

　

而し
か

し
て
１
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も
労
働

生
産
性
も
日
本
を
凌
駕
す
る
韓
国
で
は

ソ
ウ
ル
市
を
筆
頭
に
小
中
高
校
の
給
食

無
償
化
が
実
現
。
一キ

ム

・

ミ

ン

ジ

人
の
栄
養
士
が
考

案
の
画
期
的
メ
ニ
ュ
ー
も
全
国
に
伝
播
。

翻
っ
て
横
浜
市
。
豈あ
に
は
か図

ら
ん
や
田
畑
が

総
面
積
の
18
％
を
占
め
、
農
家
戸
数
も

３
４
０
０
戸
以
上
。
が
、
地
域
連
携
の

動
き
は
杳よ
う

と
し
て
知
れ
ま
せ
ん
。

動
・
明
確
な
責
任
」
で
為
政
者
や
経
営

者
が
実
現
す
る
際
、
法
律
や
経
験
等
の

「
実
績
」
を
踏
ま
え
て
解
法
を
見
出
す

従
来
型
の
演
繹
法
的
思
考
は
逆
に
、
海

図
な
き
激
動
の
時
代
に
於
い
て
袋
小
路 帰納法 弁証法

★
次
号
11
月
号
の
発
行
日
は
10
月
29
日（
金
）で
す
。


